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実践報告

教職課程におけるICT活用指導力育成に関する一考察

A Study on ICT Utilization Teaching Skills for Participating 
in the Teacher Teaching Courses

佐藤　　修
Osamu Sato

要旨：本研究では、教職課程における ICT活用指導力の現状把握のため、文部科学省「教員の ICT活用指
導力チェックリスト」を参考に作成した大学生版 ICT活用指導力チェックリストを用いて、2020年度「教育
の方法と技術（中・高）」履修者を対象に調査を実施した。2021年1月の中央教育審議会答申で示された教
職課程における学修内容や ICTの効果的な活用の学習場面を想定した課題等を取り入れたことで、教職課程
履修者の ICT活用指導力が確実に身に付くことが明らかになった。

キーワード：ICT活用指導力、ICT活用指導力チェックリスト、教職課程

Abstract：In this study, in order to grasp the current state of university students in teacher teaching courses’ 

ability to lead using ICT, a survey was conducted among university students in the 2020 “Methods and 

Techniques of Education for Junior and Senior High School” course using a university student ICT utilization 

teaching skills checklist created using the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology’s 

“Teachers’ ICT utilization teaching skills checklist” as reference.  By incorporating the content of the teacher 

training courses shown in the Central Council for Education report in January 2021 and the challenges in 

assuming an effective ICT learning environment, it is definitely possible for university students to acquire ICT 

utilization teaching skills ability.

Keywords：ICT utilization teaching skills, ICT utilization teaching skills checklist, Teacher teaching courses

1　はじめに

　令和2年9月17日、中央教育審議会の初等中等教育分科会教員養成部会では、「これから教員を目指す学
生には、現職以上の ICTを活用する力が必要だ」という指摘が相次いだ。
　GIGAスクール構想により児童生徒1人1台情報端末が整備される中、教員の ICT活用指導力向上は急務で
あり、当然教員を目指す学生には大学時代に ICT活用指導力を身に付けてきてほしいとの学校現場からの期
待も大きい。令和2年10月5日、文部科学省から、中央教育審議会初等中等教育分科会教員養成部会において、
各大学等に求められる具体的な取組について、「教職課程における教師の ICT活用指導力充実に向けた取組
について」が取りまとめられ、通知が発出された。その内容は、各大学等では、「ICT活用指導力の向上に
関する取組」を踏まえ、GIGAスクール構想に対応できる教師を確実に養成できるよう、教師の ICT活用指
導力について教職課程の改善・充実に努めることが求められた。
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　そして、令和3年1月26日、中央教育審議会が取りまとめた「『令和の日本型学校教育』の構築を目指し
て～全ての子供たちの可能性を引き出す、個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（答申）」において、
教職課程における ICT活用に関する内容の修得促進に向けた取り組みの方針が示された。
　今回は、教職課程履修者に求められている ICT活用指導力の分析を行うとともに、ICT活用指導力育成の
実践と課題について、昨年度担当した教職科目の「教育の方法と技術（中・高）」の授業での取り組みを報
告する。

2　研究の目的

　前回の学習指導要領改訂の際に、高橋ら（2010）が実施した「新学習指導要領において必要とされる教員
の ICT活用指導力の検討」を参考に、今回の新学習指導要領改訂に合わせて教職課程履修者に必要とされる
ICT活用指導力を検討する。そのために、1）新学習指導要領解説において、情報化に関する記述を抽出・
分析し、その特徴を明らかにする。2）教員の ICT活用指導力チェックリストを参考に作成した大学生版
ICT活用指導力チェックリストで調査し、教職課程履修者の ICT活用指導力の特徴を明らかにする。

3　学習指導要領解説における情報化に関する記述の抽出

3.1　方法
　（1 ）高橋ら（2010）が実施した方法、抽出用語を参考に、中学校学習指導要領解説に絞って、各教科等ご
とに ICT活用に関する記述を抽出する。

　（2 ）小学校プログラミング教育必修化に伴い「プログラム」「プログラミング」「プログラミング言語」「プ
ログラミング教育」「プログラミング的思考」を追加した。

　（3 ）情報技術の進展やGIGAスクール構想等による環境整備で、今後の社会生活等で話題になるだろうと
判断した用語「デジタル教科書」「電子黒板」「クラウド」「タブレット」「デジタルトランスフォーメー
ション」「人工知能（AI）」などを追加した。

　（4 ）教科「技術・家庭」において、技術分野の内容「D　情報に関する技術」を学習するため、情報化に
関する記述は他教科よりも多いが、特に除くことはしない。

3.2　中学校新学習指導要領解説の分析結果
　中学校学習指導要領解説の総則、国語、社会、数学、理科、音楽、美術、保健体育、技術・家庭、外国語、
道徳、特別活動、総合的な学習の時間においての記述を抽出した。
　抽出用語として、情報活用能力、情報通信ネットワーク、コンピュータ、ICTなどの用語の他、人工知能
（AI）、タブレットなど現在日常的に目にする用語も増え、合計3196件抽出された。その中で「情報」が954

件と最も多く、「コンピュータ」が187件であった。
　「情報技術」が134件、「必要な情報」が129件と続く。
　一方、小学校プログラミング教育必修化に伴い追加した「プログラム」が36件、「プログラミング」が31

件、「プログラミング言語」が4件、「プログラミング教育」と「プログラミング的思考」が3件であった。
　さらに、GIGAスクール構想では、端末、通信ネットワーク、クラウドがセットで整備されることから、「デ
ジタル教科書」「電子黒板」「クラウド」「デジタルトランスフォーメーション」を抽出用語としたが、「デジ
タル教科書」が総則のみで1件、「電子黒板」「クラウド」「デジタルトランスフォーメーション」は0であっ
た。
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情報活用（情報活用能力を除く） 情報活用能力 情報収集
情報を収集 情報の収集 収集した情報
情報発信 情報機器 情報手段
情報通信ネットワーク 情報モラル 情報社会
情報セキュリティ 情報 インターネット
機器（情報機器を除く） ネットワーク ICT（全角）
携帯電話（スマートフォン） コンピュータ プロジェクタ
メディア 映像 テレビ
ラジオ デジタル シミュレーション
プレゼンテーション ホームページ 著作権
肖像権 知的財産権 視聴覚教材
提示装置（大型提示装置） ソフトウェア 情報技術
情報化社会 情報化 地理情報
情報を読み取り（情報を読み取る）　　防災情報 空間情報
読み取った情報 情報をまとめる 情報を集める
必要な情報 空間情報 ID

パスワード フィルタリング　　SNS

情報のデジタル化 個人情報 情報の発信
情報を発信 情報の表現 情報を活用
情報の活用 情報を利用 情報の扱い方
情報を整理 情報の整理 情報と情報
情報処理（情報の処理） 情報の信頼性 情報教育
プログラミング教育 プログラミング プログラミング言語
プログラミング的思考 プログラム デジタル教科書
人工知能（AIを含む） タブレット 端末

表1　抽出した用語

　教科等別では、「技術・家庭」が585件と最も多く、「国語」が491件、「総則」が435件、「総合的な学習
の時間」が412件と続く。
　「プログラム」「プログラミング」「プログラム言語」「プログラミング教育」「プログラミング的思考」は「技
術・家庭」で記述があったが、小学校から必修化された「プログラミング教育」「プログラミング的思考」
については、「技術・家庭」以外では、「総則」で各1件しか記述は見られなかった。このことは、小学校全
学年全教科等でプログラミング教育を実施してきても、中学校においては「技術・家庭」以外では全く実施
されないことになると考えられる。高等学校の教科「情報」においてプログラミングが必修化されることや
大学入学共通テスト科目として「情報」が追加される状況の中、中学校3年間のプログラミング教育の空白
が生じることになり、大きな課題だと捉えている。
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表2　中学校学習指導要領解説における教育の情報化に関する記述の抽出結果

抽出の基準となる用語

総
則

国
語

社
会

数
学

理
科

音
楽

美
術

保
体

技
術
・
家
庭

英
語

道
徳

総
合

特
別
活
動

計

 1 情報活用 4 0 1 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0 9

 2 情報活用能力 30 3 1 1 1 1 1 4 2 1 0 13 1 59

 3 情報収集 0 1 2 0 1 0 0 1 0 0 0 8 0 13

 4 情報を収集 0 8 18 1 2 0 0 0 7 0 0 20 6 62

 5 情報の収集 10 27 6 0 1 0 0 2 6 0 0 26 2 80

 6 収集した情報 2 0 7 0 0 0 0 1 1 0 0 13 0 24

 7 情報発信 6 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 5 0 14

 8 情報機器 7 4 1 0 0 0 0 2 7 0 7 12 0 40

 9 情報手段 20 4 18 15 2 2 2 5 9 2 2 9 2 92

10 情報通信ネットワーク 8 7 15 14 17 1 1 6 26 7 1 13 1 117

11 情報モラル 15 3 6 2 3 3 2 6 11 3 15 6 2 77

12 情報社会 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 6

13 情報化した社会 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

14 情報セキュリティ 4 0 0 1 0 0 0 0 12 0 1 1 0 19

15 その他「情報」が含まれる用語 131 199 140 13 24 8 19 45 39 126 31 154 25 954

16 インターネット 6 17 4 5 0 1 0 1 6 2 6 11 2 61

17 ネットワーク 4 0 0 0 0 0 0 0 13 0 1 1 0 19

18 ICT 3 3 2 0 3 0 0 12 1 4 1 6 1 36

19 機器（情報機器、ICT機器を除く） 9 19 1 4 3 14 2 1 42 11 1 4 1 112

20 コンピュータ 13 12 11 38 18 13 11 10 28 8 3 21 1 187

21 プロジェクタ（プロジェクター） 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4

22 携帯電話（スマートフォン） 3 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 7

23 メディア 0 2 1 2 0 0 9 2 14 1 2 2 0 35

24 映像 5 2 3 1 13 1 13 2 0 4 1 4 0 49

25 テレビ 0 4 0 0 0 0 1 1 0 3 0 2 1 12

26 ラジオ 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 2

27 デジタル（ディジタル） 2 0 3 0 3 0 3 0 27 0 0 6 0 44

28 シミュレーション 0 0 0 0 3 0 0 0 2 0 0 0 0 5

29 プレゼンテーション 1 1 2 0 0 0 1 0 0 0 1 7 0 13

30 ホームページ 2 0 2 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 6

31 著作権 2 1 0 0 0 8 6 0 6 0 1 0 0 24

32 肖像権 1 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 0 0 7

33 知的財産権（知的財産） 9 0 0 0 0 9 6 0 43 0 0 0 0 67

34 視聴覚教材（視聴覚を含む） 7 2 1 1 1 3 1 1 5 7 1 2 1 33

35 ソフトウェア（ソフト、アプリケーション、アプリを含む） 2 1 2 0 0 1 1 1 1 0 0 3 0 12

36 提示装置（大型提示装置） 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3

37 情報技術（情報の技術、情報に関する技術） 18 0 2 0 1 0 0 7 105 0 0 1 0 134

38 情報化社会 1 1 0 2 0 0 0 2 0 0 0 0 0 6

39 情報化 14 6 27 3 1 1 1 6 2 1 6 3 3 74

40 地理情報 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

41 防災情報 3 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

42 情報を読み取り（情報を読み取る） 0 2 6 0 0 0 0 0 0 9 0 0 0 17

43 読み取った情報 0 0 6 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6

44 情報をまとめる 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

45 情報を集める 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 3 0 11

46 必要な情報 15 25 14 2 2 1 2 3 19 31 2 9 4 129

47 空間情報 1 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5

48 ID 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

49 パスワード 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1

50 フィルタリング 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 2

51 SNS 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2

52 情報のデジタル化 5 0 0 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 18

53 デジタル化 0 0 2 0 0 0 0 0 6 0 0 0 0 8

54 個人情報 2 0 0 0 1 0 0 0 5 0 0 2 3 13

55 情報の発信 3 2 5 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 12

56 情報を発信 0 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 2 0 4

57 情報の表現 2 0 0 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 13

58 情報を活用 9 9 0 0 3 0 0 2 7 1 0 3 0 34

59 情報の活用 6 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 9

60 情報を利用 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 7

61 情報の利用 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

62 情報の扱い方 16 26 0 0 0 0 0 0 0 3 0 0 0 45

63 情報を整理 1 17 0 0 0 0 0 1 0 16 0 6 0 41

64 情報の整理 1 19 0 0 0 0 0 0 0 3 0 8 0 31

65 情報と情報（情報と情報技術） 11 49 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 64

66 情報の信頼性 2 7 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 11

67 情報処理（情報の処理） 0 0 0 0 0 0 0 0 19 0 0 2 0 21

68 情報教育 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 2

69 プログラム 1 0 0 0 0 0 1 1 33 0 0 0 0 36

70 プログラミング 1 0 0 1 1 0 0 0 26 0 0 2 0 31

71 プログラミング言語 0 0 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0 4

72 プログラミング教育 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3

73 プログラミング的思考 1 0 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 0 3

74 クラウド 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

75 デジタル教科書 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

76 電子黒板 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

77 タブレット 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 4 0 7

78 端末 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 4 0 6

79 人工知能（AIを含む） 5 4 11 4 5 4 4 4 6 4 4 6 4 65

80 デジタルトランスフォーメーション 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

抽出された用語の合計 435 491 351 112 110 71 93 129 585 256 91 412 60 3196
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表3　中学校学習指導要領解説での情報化に関する記述の多かった教科と用語（数字は抽出数）

順位 教科 抽出数 順位 用語 抽出数

1

2

3

4

5

6

7

8

9

技術・家庭
国語
総則
総合的な学習の時間
社会
英語
保健体育
数学
理科

585

491

435

412

351

256

129

112

110

1

2

3

4

5

6

7

8

9

情報
コンピュータ
情報技術
必要な情報
情報通信ネットワーク
機器（情報機器 ICT機器を除く）
情報手段
情報の収集
情報モラル

954

187

134

129

117

112

92

80

77

　新学習指導要領では、各教科・領域で学習過程が重視され、それぞれの教科の見方・考え方に沿った形で
学習過程が示されている。各教科・領域の学習過程を用語抽出結果から見ると、「課題を持つ」「情報を集め
る」「情報を整理する」「情報をまとめる」「情報を伝える」という分類をすれば各教科・領域の学習過程の
中で ICT活用が考えられるということである。具体的には、単元（題材）を通して「情報活用の計画を立て
る」「情報を収集する」「情報を整理・比較する」「情報を分析する」「情報を表現する」「情報を発信・伝達
する」「情報を保存・共有する」「情報活用について評価・改善する」といった学習場面を設定して、生徒の
情報活用能力を育成していくことが重要だと考える。

4　「教育の方法と技術（中・高）」授業概要

・「教育の方法と技術（中・高）」（情報機器及び機材の活用を含む。）全15回
・ 教育学部（火曜日1・2限、3・4限）大学生82名（3年生52名、4年生30名）を対象に、令和2年11月20

日～ 12月8日の間で、「教育の方法と技術（中・高）」シラバスの情報機器及び機材の活用に関する授業
を3回実施した。

4.1　情報機器及び機材の活用に関する授業
・ 第1回授業概要：教育の情報化、新学習指導要領改訂
と情報活用能力、GIGAスクール構想、ICT活用教育
関係のポイントについて学ぶ。
・ 第2回授業概要：具体的な ICT活用授業やオンライン
授業の基本スキルについて学ぶ。各種ソフトウェアや
アプリケーションを用いた課題演習。
・ 第3回授業概要：小学校プログラミング教育について
学ぶ。各種ソフトウェアやアプリケーションを用いた
課題演習。

4.2　情報機器及び機材の活用に関する取り組み
　教職課程履修者の多くが「各教科の指導法」や「教職
実践演習」等で、これからの授業には ICT活用は欠かせ
ないという担当教員からの話はあったが、どの学習場面
でどのように ICT活用を行うかという具体的な講義や演

表4　シラバス
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習はなかったと回答した。
　このため、情報機器及び機材の活用に関しての第1回の授業では、独立行政法人教職員支援機構校内研修
シリーズ「学校における ICTを活用した学習場面」、文部科学省の「教育の情報化の手引」「ICTを効果的に
活用した学習活動の10の分類例」「各教科等の指導における ICTの効果的な活用」についての資料を活用す
ることで、教育の情報化、新学習指導要領改訂と情報活用能力、GIGAスクール構想など、ICT活用に関す
る全体像を理解することにつながった。
　第2回の授業では、QRコードを活用したアンケート処理、テスト作成、協働学習ツール、動画制作など、
各教科・領域での具体的な学習場面で活用できるソフトウェアやアプリケーションを用いた演習を通して操
作技能を習得させるとともに、ICT活用の授業デザインを考えさせた。GIGAスクール構想により児童生徒1

人1台情報端末が導入されたが、全国的にChromebookの導入が多いため、クラウド型サービスを活用した
アプリケーションの課題演習を行った。また、授業外指示として授業で活用できるソフトウェアやアプリケー
ション、コンテンツなどを調べ、履修者全員で情報共有した。模擬授業等でも活用できるものとなり、大変
有効な資料作成ができた。さらに、対面授業とオンライン授業のハイブリッド授業ができるように、オンラ
イン授業における基本スキルも学修した。
　第3回の授業では、「教育の方法と技術（中・高）」履修者の多くが、小学校教諭とのダブル免許取得を目
指していた。しかし、小学校プログラミング教育必修化に対応する小学校プログラミング教育に関する講義
や演習等の経験が全くないとの回答があり、小学校プログラミング教育について学修することにした。小学
校プログラミング教育の手引（第三版）を活用しながら、例えばViscuit、Scratchなどのビジュアル・プロ
グラミングを学習場面を想定して取り組んだ。

表5　授業で活用できるソフトウェアやアプリケーションのまとめ資料（授業内作成）

4.3　大学生版ICT活用指導力チェックリスト
　教員の ICT活用指導力チェックリストを参考に、大学生版 ICT活用指導力チェックリストを作成しアン
ケート調査を行った。
　教員の ICT活用指導力チェックリスト「A　教材研究・指導の準備・評価・校務などに ICTを活用する能力」
について、教職課程履修者の多くは、コロナ禍で教育実習やボランティア活動等が実施できない状況であっ
たこともあり、学校現場における体験が少なく校務のイメージがなかった。
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　このため、学校現場
で教員が行っている校
務について説明をした
後、チェックリストに
も校務について具体的
に表記してイメージが
つかめるようにした。
　また、ICTの効果的
な活用が進んでいくこ
とにより、学校の ICT

環境は実物投影機、大
型提示装置、デジタル
教科書等も一層整備さ
れていくと考えられ
る。そのため、ICT機
器や授業に活用できる
各種ソフトウェアやア
プリケーション等も付
け加えた。
　なお、教員が授業後
に必ず行う評価につい
ては、教職課程履修者
にはできないものであ
り、A4の内容につい
ては教員のチェックリ
ストの評価の部分を教
職課程履修者では、学
習状況を把握するため
にという表記に変えて
いる。

4.4　大学生版ICT活用指導力チェックリスト回答結果
　第1回調査は、令和2年11月20日～ 28日に実施し回答率は（62名／ 82名）75.6％であった。第2回目は
情報機器及び機材の活用に関する授業の学修後の令和2年12月8日に実施し、回答率は（78名／ 82名）
95.1％であった。比較のために用いた教員の ICT活用指導力のデータは、令和元年度学校における教育の情
報化の実態等に関する調査結果（概要）（令和2年3月現在）令和2年10月文部科学省〔確定値〕を引用した。

表6　大学生版ICT活用指導力チェックリスト
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教員 教職課程履修者（学修前） 教職課程履修者（学修後）

A1 84.9％ 40.3％ 85.9％

A2 87.2％ 35.5％ 71.8％

A3 90.9％ 53.2％ 80.8％

A4 84.0％ 53.2％ 73.1％

B1 82.6％ 62.9％ 87.2％

B2 69.5％ 53.2％ 82.1％

B3 65.1％ 29.0％ 73.1％

B4 62.1％ 50.0％ 78.2％

C1 78.6％ 54.8％ 76.9％

C2 79.9％ 43.5％ 84.6％

C3 67.2％ 41.9％ 76.9％

C4 59.5％ 40.3％ 78.2％

D1 84.6％ 66.1％ 82.1％

D2 85.7％ 58.1％ 83.3％

D3 76.8％ 48.4％ 87.2％

D4 80.2％ 64.5％ 80.8％

表7　教員のICT活用指導力と教職課程履修者のICT活用指導力の比較

　文部科学省の教員の ICT活用指導力の調査は、「できる」若しくは「ややできる」と回答した割合で求め
ている。したがって、教職課程履修者の ICT活用指導力についても同様に、「できる」若しくは「ややできる」
と回答した割合で求めることとした。
　情報機器及び機材の活用に関する授業の学修前に行ったアンケート回答結果では、「できる」若しくは「や
やできる」と回答した平均は49.7％であった。アンケート時にコロナ禍で延期になっていた教育実習のため、
4年生の欠席が多かったことも数値が低い要因と考えられる。
　情報機器及び機材の活用に関する授業の学修後の回答平均は80.1％になり、現職教員の回答平均77.4％を
上回る結果となった。これは教員の ICT活用指導力の「B　授業に ICTを活用して指導する能力」の多くが
60％台で低いためだと考えられる。これに対し、教職課程履修者は「B　授業に ICTを活用して指導する能力」
について、例えば、大学の同時双方向型オンライン授業では画面共有による資料提示をしながら発表したり、
討論をしたりして、ICT活用授業を経験していた。また、教育実習時に ICT活用授業を見学したり、実践し
たりしてきた4年生は、学校現場での ICT活用授業の状況が把握できていた。教育実習後の大学での模擬授
業においても、ICT活用授業をしていたことから、B項目について「できる」「ややできる」と回答した割
合が多かったと考えている。
※ 「できる」「ややできる」「あまりできない」「できない」の回答は、国立教育政策研究所「教員養成課程
等における ICT活用指導力の育成のための調査研究」の選択肢定義に基づいた。
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選択肢定義

（例：B―1）
児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を明確につかませたり、学習
内容を的確にまとめさせるために、コンピュータ、タブレット、電子
黒板、実物投影機などを活用して資料などを効果的に提示することが
できますか。

できる

学習活動においてＩＣＴを活用するこ
とができる。

コンピュータ、タブレット、電子黒板、実物投影機などを活用して資
料などを提示することで、児童生徒の興味・関心を高めたり、課題を
明確につかませたり、学習内容を的確にまとめさせたりすることがで
きる。

ややできる 実践事例集や手引きを見れば、ICTを
活用することができる。

コンピュータ、タブレット、電子黒板、実物投影機などを活用して資
料などを提示することができる。

あまりできない ICTを活用した指導方法について、校
内研修等を受けなければわからない。

校内研修等を受ければ、コンピュータ、タブレット、電子黒板、実物
投影機などを活用して資料などを提示することができる。

できない
ICTを活用した指導方法について、専
門的な校外研修等を受けなければわか
らない。

コンピュータ、タブレット、電子黒板、実物投影機などを活用して資
料などを提示する方法がほとんどわからない。

表8　回答のための選択肢定義

1回目 2回目
できる ややできる あまりでき

ない
できない 平均値

（標準偏差）
 できる ややできる あまりでき

ない
できない  平均値

（標準偏差）
A1 8.1% 32.3% 50.0% 9.7% 2.39(0.77) 16.7% 69.2% 12.8% 1.3% 3.01(0.59)

A2 1.6% 33.9% 48.4% 16.1% 2.21(0.72) 17.9% 53.8% 25.6% 2.6% 2.87(0.72)

A3 9.7% 43.5% 41.9% 4.8% 2.58(0.73) 21.8% 59.0% 19.2% 0% 3.03(0.64)

A4 8.1% 45.2% 33.9% 12.9% 2.48(0.82) 21.8% 51.3% 25.6% 1.3% 2.94(0.72)

B1 14.5% 48.4% 29.0% 8.1% 2.69(0.81) 29.5% 57.7% 12.8% 0% 3.17(0.63)

B2 14.5% 38.7% 35.5% 11.3% 2.56(0.87) 21.8% 60.3% 16.7% 1.3% 3.03(0.66)

B3 1.6% 27.4% 53.2% 17.7% 2.13(0.71) 12.8% 60.3% 24.4% 2.6% 2.83(0.67)

B4 6.5% 43.5% 35.5% 11.3% 2.39(0.78) 19.2% 59.0% 20.5% 1.3% 2.96(0.67)

C1 9.7% 45.2% 33.9% 11.3% 2.53(0.82) 16.7% 60.3% 21.8% 1.3% 2.92(0.66)

C2 8.1% 35.5% 45.2% 11.3% 2.40(0.79) 21.8% 62.8% 14.1% 1.3% 3.05(0.64)

C3 1.6% 40.3% 43.5% 14.5% 2.29(0.73) 14.1% 62.8% 21.8% 1.3% 2.90(0.63)

C4 1.6% 38.7% 43.5% 16.1% 2.26(0.74) 11.5% 66.7% 20.5% 1.3% 2.88(0.60)

D1 12.9% 53.2% 21.0% 12.9% 2.66(0.86) 21.8% 60.3% 16.7% 1.3% 3.03(0.66)

D2 19.4% 38.7% 27.4% 12.9% 2.61(0.94) 28.2% 55.1% 15.4% 1.3% 3.10(0.69)

D3 14.5% 33.9% 38.7% 12.9% 2.50(0.89) 25.6% 61.5% 11.5% 1.3% 3.12(0.64)

D4 17.7% 46.8% 22.6% 12.9% 2.69(0.91) 23.1% 57.7% 17.9% 1.3% 3.03(0.68)

表9　教職課程履修者ICT活用指導力の内訳と1回目・2回目の比較

　

　各項目で「できる」と回答した履修者は約20％で、「ややできる」と回答した履修者が約60％であった。
情報端末の操作や各種ソフトウェアやアプリケーションの操作技能については、授業後の課題演習の復習な
ど自主的な学修を実践していくことで習得できている。しかし、項目「B　授業に ICTを活用して指導する
能力」「C　児童生徒の ICT活用を指導する能力」については、児童生徒の学習場面を想定した模擬授業を
数多く経験することが必要である。これらの項目で「ややできる」と回答した履修者が「できる」と回答で
きるようにならなければ、教員と同様の ICT活用指導力が身に付いたと言えないのではないかと考えている。
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5　まとめ

　今回、大学生版 ICT活用指導力チェックリストを作成し、教職課程履修者の ICT活用指導力を把握するこ
とできた。教職課程履修者が、実物投影機、大型提示装置（電子黒板）、デジタル教科書、Chromebookなど、
学校現場と同様の ICT環境の中で ICT活用授業の実践を積み重ねていくことも必要であるが、単に情報端末
の操作技能の習得を目指すような学修だけでは不十分である。
　GIGAスクール構想に対応できる教師を養成するためには、特に教員の ICT活用指導力チェックリストの
「B　授業に ICTを活用して指導する能力」「C　児童生徒の ICT活用を指導する能力」の項目が重要視され
ているため、新学習指導要領解説における情報化に関する記述の抽出用語などからもわかったように、「課
題を持つ」「情報を集める」「情報を整理する」「情報をまとめる」「情報を伝える」という各教科・領域の学
習過程の中で、児童生徒の学習場面を想定した ICT活用指導力を身に付けることが求められている。
　令和3年4月16日、文部科学省から教職課程を置く各国公私立大学担当課宛に「情報通信技術を活用した
教育に関する理論及び方法（仮称）」についての事務連絡があった。この中で、教育職員免許法施行規則に
定める「教科及び教職に関する科目」に含むこととされている「（情報機器及び教材の活用）」を切り出し、
令和4年度から新たな事項として、「情報通信技術を活用した教育に関する理論及び方法（仮称）」の1単位
以上の開設を義務化する方向が示された。「教育の方法と技術（中・高）」において、情報機器及び機材の活
用に関する授業が3回だけでは十分とは言えない。その意味でも、令和4年度からの「情報通信技術を活用
した教育に関する理論及び方法（仮称）」の15回の授業を通して、教職課程履修者が学校現場で期待される
だけの ICT活用指導力を身に付けることができると考えている。
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